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編  修  趣  意  書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

29-21 高等学校 商業 財務会計Ⅱ 

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号

教科書名

230・ネット 商業・356 使える財務会計Ⅱ 

１．編修の基本方針 

幅広い知識と教養の一環として財務会計Ⅱを学習するにあたり、平易な文章表現と多くの例により、学習者がより早

く理解と習熟が進むように工夫した。また、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うという教育の

目標に資することを念頭に説明するように努めた。 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

Chapter１ 財務会計と会計基準 幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、財務会計の導入的内容について、わかりやすく説明した。 

（第一号） 

2～16ページ 

Chapter２ 資産の評価 

Section１資産の評価基準 

幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、資産の各評価基準について、イラストを用いて、わかりやすく

説明した。（第一号） 

19 

～21 ページ 

Chapter６ 減損会計 個人の能力を伸ばし、創造性を培う目標にむけ、固定資産の減損

会計について、その全体像（フローチャート）を示し、さらなる研

究を促すようにした。（第二号） 

85 ページ 

Chapter８ 負債会計 

Section２退職給付会計 

幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、退職給付会計について、単に計算過程を示すだけでなく、計算

内容を図解し、わかりやすく説明した。（第一号） 

111 

～119ページ 

Chapter８ 負債会計 

Section３社債 

幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、社債における償却原価法の適用について、単に計算過程を示す

だけでなく、計算内容を図解し、わかりやすく説明した。 

（第一号） 

123 ページ 

Chapter９ リース会計 

Section１リース会計 

幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、リース会計における利息法の適用について、単に計算過程を示

すだけでなく、計算内容を図解し、わかりやすく説明した。 

（第一号） 

138 ページ 

Chapter10 外貨換算会計 

Section２外貨建有価証券の評価 

幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、外貨建有価証券の評価について、単に計算過程を示すだけでな

く、計算内容を図解し、わかりやすく説明した。（第一号） 

150 

～154ページ 

Chapter11 純資産会計 

株主資本等変動計算書 

幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、株主資本等変動計算書について、全体像を示しつつ、それぞれ

の記載内容の意味を示し、わかりやすく説明した。（第一号） 

171 ページ 

Chapter13 連結会計 幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、連結会計の基本的事項の確認を踏まえたうえで、支配獲得後の

子会社株式の追加取得や一部売却という応用的事項を扱うことで 

より効果的な学習となるようにした。（第一号） 

194 

～238ページ 
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 Chapter14 持分法 

 

幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、持分法における計算内容について、単に計算過程を示すだけで

なく、計算内容を図解し、わかりやすく説明した。（第一号） 

243 

～250ページ 

 

     

 Chapter16 キャッシュ・フロー 

計算書 

幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養う目標にむ

け、キャッシュ・フロー計算書について、詳細かつ具体的な例と説

明を通じて、その本質が理解できるように工夫した。（第一号） 

264 

～281ページ 

 

     

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

個性に応じて将来の進路を決定させ、一般的な教養を高め、専門的な知識、技術及び技能を習得させるという高等学

校教育の一つの目標にむけ、学習者が財務会計Ⅱの内容を理解し、財務会計へのさらなる興味が喚起されるよう、理解

できる、よって意欲的に学習できる教科書たることを念頭に執筆した。 
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編  修  趣  意  書 
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

受理番号 学校 教科 種目 学年  

29-21 高等学校 商業 財務会計Ⅱ   

発行者の 
番号・略称 

教科書の 
記号・番号 教科書名 

230・ネット 商業・356 使える財務会計Ⅱ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

① 各取引の場面の設定を行った。 

各 Section の冒頭に「はじめに」を設け、そこで場面を設定した。 
 

 ② 会計処理の背景と理由を付した。 

   会計処理について暗記に終始することがないように、会計処理の背景と理由を付した。 
 
③ 図とイラストを多用した。 

図とイラストを多く入れることで、複雑な取引についてイメージをできるようにした。 
 

④ ２色刷りにした。 

   問題として解くべき箇所と重要な箇所について見やすくするために、２色刷りにした。 
 
 ⑤ 文体を「ですます調」にした。 

   馴染みのない取引について親しみやすく、また読みやすくするために文体を「ですます調」にした。 
 
⑥ 側注を付した。 

  本文の内容を補足する知識を側注に入れることにより、さらに理解を深めるようにした。また、計算式も主に側注 

に置くことにより本文を読みやすくした。 
 
⑦ 正誤問題を付した。 

  計算だけでなく、理論についても理解を深めるために、必要に応じて正誤問題を付した。 
 
⑧ 確認問題を収載した。 

各 Section 末に、例題（Try it）を設け、内容の理解度を問題で確認できるようにし、解答と解説も収載すること 

により身に付くようにした。 
 
 

２．対照表 

     

 図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数  

 

Chapter１ 財務会計と会計基準 
１財務会計ってなに？ 
２損益計算書の構造 
３貸借対照表の構造 
４収益費用アプローチと資産負債アプローチ  
５会計基準の国際的統合 

 
⑴ ア 財務諸表の作成・表示の考え方 
⑴ ア 財務諸表の作成・表示の考え方 
⑴ ア 財務諸表の作成・表示の考え方 
⑴ イ 資産負債アプローチと収益費用アプローチ  
⑴ ウ 会計基準の国際的統合 

  
2～3 ページ  

4～6  
7～9  

10～12  
13～16  

 
  
  
4  
  
  

 

      

 

Chapter２ 資産の評価 
１資産の評価基準 
２金融資産 
３金銭債権の評価 
４金銭債権と貸倒引当金 

 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 

  
18～22  
23～24  
25～29  
30～34  

 
  
3  
  
  

  

      

 

Chapter３ 期末棚卸資産（商品）の評価 
１期末棚卸資産（商品）の評価 

 
⑵ ア 資産会計 

  
36～42  

 
2  

 

      

 

Chapter４ 有価証券 
１有価証券の分類・表示 
２売買目的有価証券 
３その他有価証券 
４満期保有目的債券 

 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 

  
44～46  
47～51  
52～55  
56～62  

 
  
4  
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Chapter５ 固定資産 
１固定資産の種類と処理 
２取得原価の決定 
３割賦購入 
４減価償却(定額法・生産高比例法) 
５圧縮記帳 

 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 
⑵ ア 資産会計 

  
64～67  
68～72  
73～74  
75～78  
79～80  

 
  
  
4  
  
  

 

      

 

Chapter６ 減損会計 
１減損会計 

 
⑵ ア 資産会計 

  
84～90  

 
2  

 

      

 

Chapter７ 無形固定資産 
１無形固定資産 

 
⑵ ア 資産会計 

  
92～98  

 
1  

 

      

 

Chapter８ 負債会計 
１負債と引当金 
２退職給付会計 
３社 債 
４資産除去債務 

 
⑵ イ 負債・純資産会計 
⑵ イ 負債・純資産会計 
⑵ イ 負債・純資産会計 
⑵ イ 負債・純資産会計 

  
100～109  
110～119  
120～125  
126～131  

 
  
6  
  

 

      

 Chapter９ リース会計 
１リース会計 

 
⑵ エ リース会計 

  
134～141  

 
2  

 

      

 Chapter10 外貨換算会計 
１外貨建取引 
２外貨建有価証券の評価 
３為替予約 
 

 
⑵ ウ 外貨換算会計 
⑵ ウ 外貨換算会計 
⑵ ウ 外貨換算会計 

  
144～149  
150～154  
155～158  

 

 
  
4  
  
 

 

      

 Chapter11 純資産会計 
１純資産会計の基礎知識 
２剰余金の配当 
３分配可能額の計算 
４新株予約権とストック・オプション 

 
⑵ イ 負債・純資産会計 
⑵ イ 負債・純資産会計 
⑵ イ 負債・純資産会計 
⑵ イ 負債・純資産会計 

  
160～167  
168～173  
174～176  
177～186  

 
  
6  
  
  

  

      

 Chapter12 企業結合 
１会社の合併・買収 

 
⑷ ア 企業結合会計の意義と合併会計 

  
188～191  

 
1  

 

      

 Chapter13 連結会計 
１連結会計の本質 
２連結初年度の財務諸表の作成 
３支配獲得後の連結 
４親会社・子会社の取引 
５段階取得の処理 
６追加取得と一部売却の処理 

 
⑷ イ 連結財務諸表の作成 
⑷ イ 連結財務諸表の作成 
⑷ イ 連結財務諸表の作成 
⑷ イ 連結財務諸表の作成 
⑷ イ 連結財務諸表の作成 
⑷ イ 連結財務諸表の作成 

  
194～198  
199～205  
206～209  
210～218  
219～222  
223～238  

 
  
  

10  
  
  
  

 

      

 Chapter14 持分法 
１持分法の基礎知識 
２持分法の処理 

 
⑷ イ 連結財務諸表の作成 
⑷ イ 連結財務諸表の作成 

  
240～241  
242～250  

 
4  
  

 

      

 Chapter15 在外支店 
１在外支店の財務諸表項目の換算 
 

 
⑵ ウ 外貨換算会計 

  
252～257  

 
2  

 

      

 Chapter16 キャッシュ・フロー計算書 
１キャッシュ・フロー計算書の基礎知識 
２営業活動によるキャッシュ・フロー 
３投資活動・財務活動によるキャッシュ・フロー  

 
⑶ ア 資金繰りとキャッシュ・フロー計算書 
⑶ イ キャッシュ・フロー計算書の作成 
⑶ イ キャッシュ・フロー計算書の作成 

  
260～261  
262～271  
272～281  

  

 
  
8  
  
 

 

      

 Chapter17 税効果会計 
１税効果会計 

 
⑵ オ 税効果会計 

  
284～292  

 
2  

 

      

 Chapter18 財務諸表の活用 
１有価証券報告書と連結財務諸表の活用 
２企業価値の評価 
３財務諸表分析と株価 

 
⑸ イ 連結財務諸表分析 
⑸ ア 企業価値と財務諸表分析 
⑸ ウ 財務諸表分析と株価 

  
294～306  
307～310  
311～314  

 
  
3  
  

 

      

 Chapter19 監査と職業会計人 
１会計責任と監査制度 
２財務諸表監査の考え方と手続き 
３職業会計人の職務と社会的役割 

 
⑹ ア 会計責任と監査 
⑹ ア 会計責任と監査 
⑹ イ 職業会計人の職務 

  
316～319  
320～324  
325～327  

 
  
2  
  

 

 

   計 70   

     

 


